数学科学習指導案
単元名：一次関数

府中市立府中学園　　谷川　　聡
福山市立神辺東中学校　　金尾　祐希
福山市立鳳中学校　　田丸　嵩大 
三次市立君田中学校　坂本　誠一郎
呉市立昭和中学校　　川地　真悟
１　日　　時　　　令和７年10月22日（水）　10：45 ～ 11：35

２　学　　年　　　第８学年２組（男子16名　女子20名　合計36名）

３　場　　所　　　８年２組教室

４　単元ついて
（１）単元観
　中学校学習指導要領には、第２学年C関数の内容として、次のように示されている。
	一次関数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
　（ア）　一次関数について理解すること。	
　（イ）　事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ること。
　（ウ）　二元一次方程式を関数を表す式とみること。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
　（ア）　一次関数として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。
　（イ）　一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。


小学校段階では、第４学年までに、伴って変わる二つの数量の関係を調べたり、変化の様子を折れ線グラフに表し、変化の特徴を読み取ったりすることや、身の回りから伴って変わる二つの数量を見いだし、数量の関係を表、式、グラフに表すことについて学習している。また、第５学年では簡単な場合の比例の関係があることなどについて学習している。第６学年では、比例の関係の意味や性質について理解するとともに、伴って変わる二つの数量やそれらの関係に着目し、変化や対応の特徴を見いだして、二つの数量の関係を表や式、グラフを用いて考察する力が養われている。また、反比例についても学習している。中学校第１学年では、二つの数量関係を比例、反比例として考察し表現する学習をしてきた。変数や座標等について小学校で学習した内容を再確認するとともに、変域を負の数まで広げることで、より多くの事象を関数として捉えることができるようになった。また、比例や反比例の関係を表、式、グラフなどで表し、それらの特徴を考察することや、比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することを学習している。
本単元は、具体的な事象や、実生活に即した題材を取り扱いやすいため、具体的な事象を関数として捉え、表、式、グラフを関連付けながら考察、説明することで、物事を数学的に捉え、表現する力を養うことができる単元である。

（２）生徒観　
　 本学級の生徒は、全体的に「わかりたい」という気持ちをもっているが、学力差もあり、全体指導では理解が難しい場面がある。問題解決の過程では、近くの生徒との交流を自然に行うなど意欲的に取り組む姿が見られるが、一方で何も手につかない生徒も一定数いる。
事前に行ったアンケートの結果は以下のとおりである。
	番号
	質問
	肯定的回答
	否定的回答

	①
	数学の学習は好きです。
	56.7%
	43.3%

	②
	日常で比例、反比例の関係を使っている。
	20.0%
	80.0%

	③
	数学の授業で発見した課題を解決しようとしている。
	66.7%
	33.3%

	④
	日常の中で発見した課題を解決しようとしている。
	30.0%
	70.0%

	⑤
	わからない問題に直面した時、どのように解決しようとしていますか。（複数選択可）

	
	A 友達に聞く　
	73.3%

	
	B ノート・タブレットで調べる
	46.6%

	
	C 先生からヒントをもらう　
	23.3%

	
	D 答えを見る
	53.3%

	
	E 何もしない
	13.3%

	
	F その他
	10.0%


　 このアンケートの結果から、数学の学習が好きだという生徒とそうでない生徒の割合は同程度であることがわかる。質問②③④から、授業の中では、課題やその中で疑問に思ったことに対して約７割の生徒が解決しようと取り組むことができるが、日常の中での課題を解決しようとすることや、日常で比例、反比例の関係を使うことなど日常生活と学習したことの結びつきについて実感している生徒が少ないことがわかる。また質問⑤から、わからない問題に直面したときに多くの生徒が友達に聞くことで解決しようとしていることから、ペア学習やグループ学習も効果的であると考える。
レディネステストを行ったところ、がの関数であるものを選択する問題の正答率は83.1％、数量関係を式で表す問題の正答率は58.1％、式からグラフをかく問題の正答率は38.5％、グラフから式を読み取る問題の正答率は26.2％であった。このことから、関数の関係については理解しているが、数量関係を式で表すことやグラフと式の関連性についての理解に課題があることが分かる。

（３）指導観
　　本時では、スマートフォンの消費電力という生徒の実生活に即した場面を題材とし、２つの数量関係を表、式、グラフを用いて比較することで問題解決を進める課題設定にしている。生徒観で示したように、日常に即した問題設定とすることで、数学を利用することの意義や数学のよさを実感させたい。また、問題解決の場面では、表、式、グラフのどの要素を使用してもよいこととするなど、自分に合った解決方法を選択できるようにし、早く解けた生徒には別の解法を進めるように促して理解を深めさせる。また、苦手な生徒に対しては、声掛けをするとともに、ワークシートを見直しさせることを通してこれまでの学習と関連づけて取り組めるようにする。

５　単元の目標と評価規準
〈単元の目標〉
（1） 一次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
（2） 関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。
（3） 一次関数について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。
〈評価規準〉
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	①一次関数について理解している。
②事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知っている。
③二元一次方程式を関数を表す式とみることができる。
④一次関数の変化の割合やグラフの切片と傾きの意味を理解している。
⑤一次関数の関係を表、式、グラフを用いて表現したり、処理したりすることができる。
	①一次関数として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連づけて考察し表現することができる。
②一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。
	①一次関数のよさを実感し、粘り強く考えようとしている。
②一次関数について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
③一次関数を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。





６　指導と評価の計画（全20時間：本時 19/20）　　　
	節
	時
	ねらい
・学習活動
	重点
	記録
	備考

	１

一次関数
	１
	具体的な事象の中の二つの数量の間の関係を調べ、一定の割合で変化していることを見いだす。
・水が８０℃になるまでの時間を求めるために、水の温度の上がり方を、表やグラフを用いて調べる。
	
態
	

	思①：行動観察
態①：振り返りシート

	
	２
	一次関数の意味を理解し、いろいろな事象で二つの変数の関係をy＝ax＋bの式に表すことができる。
・一次関数の意味を知る。
・をの式で表して、はの一次関数であるかどうかを調べる。
・比例や反比例は、一次関数であるといえるかどうかを考える。
［用語・記号］はの一次関数である
	知
	
	知①：ノート
思①：行動観察


	２

一次関数の性質と調べ方
	３
	一次関数y＝ax＋bでは、変化の割合は一定で、aに等しいことを理解する。
・一次関数の値の変化を調べ、比例との共通点やちがいについて話し合う。
・一次関数の変化の割合について調べる。
・具体的な事象において、一次関数の変化の割合が何を意味しているかを読みとる。
・反比例の変化の割合について調べる。
［用語・記号］変化の割合
	知
	
	知④：行動観察
態①：ノート

	
	４
	一次関数のグラフは、その式をみたす点の集合で、１つの直線であることを理解する。また、一次関数のグラフの切片の意味を理解する。
・一次関数のグラフがどのようになるかを、点を細かくとって調べる。
・一次関数y＝ax＋bのグラフと比例y＝axのグラフの関係について調べる。
［用語・記号］切片
	知
	
	知④：行動観察
思①：ノート

	
	５
	一次関数のグラフの傾きの意味を理解する。
・一次関数の変化の割合は、グラフではどのようなことを表しているかを調べる。
・一次関数について、グラフの傾きと切片について理解する。
・一次関数の増減とグラフの特徴についてまとめる。
［用語・記号］傾き
	知
	
	知④：行動観察

	
	６
	一次関数のグラフを、切片と傾きをもとにかくことができる。また、一次関数について、グラフをもとにの変域に対応するの変域を求めることができる。
・一次関数のグラフを、切片と傾きをもとにかく。
・一次関数の表、式、グラフの関係についてまとめる。
・一次関数について、グラフを使っての変域に対応するの変域を求める。
	
思
	
	知④：ノート
思①：行動観察

	
	７
	グラフの傾きと切片を読みとって、一次関数の式を求めることができる。
・グラフの傾きと切片を読みとって、一次関数の式を求める。
	知
	
	知④：行動観察

	
	８
	グラフの傾きと通る１点の座標から、一次関数の式を求めることができる。
・グラフの傾きとグラフが通る１点の座標から、一次関数の式を求める。
	知
	
	知④：ノート

	
	９
	グラフが通る２点の座標から、一次関数の式を求めることができる。
・グラフが通る２点の座標から、一次関数の式を求める。
	知
	
	知④：ノート

	
	10
	これまでの一次関数の学習のまとめができる。
・一次関数の特徴に関する練習問題に取り組み、これまで学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価できるようにする。
	知

態
	◯

◯
	知①④：ワークシート
態①：振り返りシート

	３

二元一次方程式と一次関数
	11
	二元一次方程式のグラフは、その解を座標とする点の集合で、式を変形してできる一次関数のグラフになっていることを理解する。
・連立方程式の解について調べるために、二元一次方程式の解を座標とする点をとって、どのようなグラフになるかを調べる。
・二元一次方程式のグラフは、式を変形してできる一次関数のグラフになっていることを知る。
・二元一次方程式のグラフを、式を変形して一次関数の傾きと切片を求めてかく。
［用語・記号］方程式のグラフ
	知
	○
	知②：ノート
態①：行動観察

	
	12
	二元一次方程式のグラフをかくことができる。また、二元一次方程式ax＋b＝cで、a＝0やb＝0の場合のグラフの特徴を理解し、グラフをかくことができる。
・二元一次方程式のグラフを、グラフが通る２点の座標を求めてかく。
・二元一次方程式ax＋by＝cで、a＝0やb＝0の場合のグラフをかいて、その特徴を調べる。
	知
	
	知③：ノート

	
	13
	連立方程式の解が、２つの二元一次方程式のグラフの交点の座標であることを理解し、連立方程式の解をグラフをかいて求めたり、２直線の交点の座標を連立方程式を解いて求めたりすることができる。
・連立方程式の解が、２つの二元一次方程式のグラフの交点の座標であることを確かめる。
・連立方程式の解をグラフをかいて求めたり、２直線の交点の座標を連立方程式を解いて求めたりする。
	
思
	
○
	知③：行動観察
思①：ノート

	
	14
	これまでの練習問題ができる。
・一次関数の特徴に関する練習問題に取り組み、これまで学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価できるようにする。
	知

態
	◯
	知③：ワークシート
態③：振り返りシート

	４

一次関数の利用
	15
	具体的な事象の中の２つの数量の間の関係を一次関数とみなして、解き方を説明することができる。
[bookmark: _heading=h.olif4awvd8z]・ペットボトル飲料の温度を調べて、課題解決方法を説明する。
	思

態
	◯


	思②：ワークシート
態②：行動観察

	
	16
	具体的な事象の中の２つの数量の間の関係を一次関数とみなして、問題を解決することができる。
・富士山に登るときの標高と気温の関係を一次関数とみなして、問題を解決する。
	思
	
	思②：ノート
態③：行動観察

	
	17
	具体的な事象の中の２つの数量の間の関係を一次関数とみなして、そのグラフを利用して問題を解決することができる。
・カーフェリーとジェットフォイルの運航時の時間と距離の関係を一次関数とみなして、そのグラフを利用して問題を解決する。
	思
	
	思②：ノート
態③：行動観察

	
	18
	図形の辺上を動く点によってできる図形の面積の変化を、一次関数の式やグラフで表すことができる。
・図形の辺上を動く点によってできる図形について、面積の変化を調べる。
	思
	
	思②：ノート
態③：行動観察

	
	19
本時
	具体的な事象の中の２つの数量の間の関係を一次関数とみなして、問題を解決する方法を説明することができる。
・スマートフォンの２つのアプリについて、消費電力の差を調べて、その方法を説明する。
	思

態
	◯


	思②：ワークシート
態②：行動観察

	
	20
	単元全体の学習内容についてのテストに取り組み、単元で学習したことがどの程度身に付いているかを自己評価する。
	知
	○

◯
	知①⑤：ワークシート
態②③：振り返りシート



７　どの子も学びを進めるための取組における声掛け例
	節
	時
	関連付ける
	立ち返る

	１

一次関数
	１
	・比例の関係と同じことは何があるかな。
・比例の関係と違うことは何があるかな。
	・二つの数量関係について、これまではどう考えてきたかな。
・これまでと同様に表やグラフで考えると、特徴が見えてくるかな。

	
	２
	・比例と一次関数にはどんな関係があるのかな。
	・どういう関係のことを関数というのだったかな。

	２

一次関数の性質と調べ方
	３
	・表の中で、比例と一次関数の共通点・相違点は何があるだろう。
・反比例では変化の割合はどのようになっているのかな。
	・１年生で習った関数である比例の特徴は何があったかな。
・（割合の関係で）の増加量に対しての増加量は常に何倍になっているかな。

	
	４
	・グラフの中で、比例と一次関数の共通点・相違点は何があるのかな。
	・グラフの特徴をつかむ（調べる）ためには、どのように考えていくとよかったかな。

	
	５
	・変化の割合は、表の中ではどのような形で表れているかな。
	・変化の割合は、表の中で表すとどのような関係だったかな。

	
	６
	・一次関数は、表、式、グラフでどのように関連付けされているかな。
	・１年生では比例のグラフをどのようにかいたかな。
・変域は１年生のときにどのように表していたかな。

	
	７
	・一次関数の式のと はグラフ上の何を表すのかな。
	・グラフをかく際に意識をしたことはなにかな。

	
	８
	・グラフから読み取れることを式で表すとどうなるかな。
	・比例のグラフと見比べたときに、平行とは何が等しいことだったかな。

	
	９
	・との増加量はどうなっているかな。
	・グラフで表すとどうなるかな。

	
	10
	・一次関数は、表、式、グラフでどのように関連付けされているのかな。
	・ノートを見返して、これまでの学習を振り返りながら解いてみよう。

	３

二元一次方程式と一次関数
	11
	・これまでに学習した関数と関係がありそうかな。
	・連立方程式の解とはそもそも何だったかな。
・グラフの特徴をつかむ（調べる）ためには、どのように考えていくとよかったかな。

	
	12
	・座標軸に平行な直線は、これまでのグラフとどのような関係があるのかな。
	・グラフをかく際に意識をしたことはなにかな。

	
	13
	・連立方程式の解とグラフの交点にはどのような関係があるのかな。
・連立方程式の解がないとき、グラフはどのようになっているのかな。
	・連立方程式の解とはそもそも何だっただかな。

	
	14
	・一次関数は、表、式、グラフでどのように関連付けされているのかな。
	・ノートを見返して、これまでの学習を振り返りながら解いてみよう。

	４

一次関数の利用
	15
	・一次関数とみなすことでこれまでの考え方が使えないかな。
	・これまでの一次関数の学習から、図や式・表のどれを用いると自分が説明しやすいかな。

	
	16
	・これまで学習した一次関数と同じように考えて問題を解いてもいいかな。
	・グラフの縦軸と横軸は、比例の問題のときにどのように読み取っていたかな。

	
	17
	・グラフの交点は何を表しているのかな。
	・日常の中の関係する二つの数量について、どのように問題を解いてきたかな。

	
	18
	・図とグラフ、グラフと表はどのように関連しているのかな。
	・動点の問題を解くときは、何を意識して問題に取り組むとよかったかな。

	
	19
	・それぞれのアプリの消費電力の差を考えるためには、どのようなことが分かるとよいかな。（日常との関連付け）
	・これまでの一次関数の学習から、図や式・表のどれを用いると自分が説明しやすいかな。

	
	20
	・一次関数は、表、式、グラフでどのように関連付けされているかな。
	・これまでの学習で大切だったことは何があるのかな。



８　本時の学習
（１）本時の目標
　　　具体的な事象の中の２つの数量の関係を一次関数とみなし、その特徴について表、式、グラフを相互に関連付けて考察し、説明することができる。

（２）本時の評価規準
〇表、式、グラフを使って、スマートフォンの消費電力について捉え考察し、その方法を説明することができる。思②
（例）Ａ　消費電力の差を表、式、グラフの利点を踏まえて説明することができる。
　　　　　　　Ｂ　消費電力の差を表、式、グラフを使って説明することができる。
　　　　　　　Ｃ　消費電力の差を求めることができるが、説明できない。
〇１次関数について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。態②
　
（３）準備物
　ワークシート、大型モニター、タブレットPC

（４）本時の展開
	
	主な学習活動
予想される生徒の答え（　　　）

	指導上の留意事項（◇）
「努力を要する」状況と判断した生徒への手立て（◆）
	評価規準
（評価方法）

	導入
	１　前時までの学習をまとめたプリントを確認する。

２　今日の問題にかかわる動画を見る。
	◇既習事項を確認させて、本時の学習の際に振り返ることを意識させる。
◇アプリの消費電力の違いについて考えたくなるよう動画を用いて動機づけをしていく。
	

	




展開
	３　本時のめあてを確認する。





４　課題を確認する。
問　充電が１００％である谷川君のスマートフォンでは、充電が１００％の状態からＡのアプリを使うと１０時間で充電が切れ、また、充電が１００％の状態からＢのアプリを使うと８時間で充電が切れる。アプリは連続使用するものとして、次の問いに答えなさい。
（１）充電が１００％の状態からA、Bそれぞれのアプリを６時間使用した場合、残りの充電の差は何％ですか。表・式・グラフのいずれかを用いてその方法を説明しなさい。


５　見通しをもつ
「２つのアプリの消費電力の差はどうなっているか予想してみよう」

＜予想される生徒の反応＞
・Ｂのアプリの方が消費電力が大きい。
・６時間ではどちらのアプリを使用しても充電が切れることはない。
・Ａのアプリを使用した場合、充電は半分くらいなくなるのではないか。
・具体的に数字を求めると比較できそうだ。












６　個人で考える。
「差を求めるために、表、式、グラフを用いて考えてみよう」




＜予想される生徒の反応＞
・表を用いると、の値が６のときのの値を見比べるとよいことが分かる。
・Ａの表はの値が０、６、１０で作成し、Ｂの表はの値が０、６、８で作成して、一定の割合で変化する１次関数の特性を基に完成させた。
・式は、１時間当たりの消費電力を分数で表して立式した。
・それぞれの式に＝６を代入しての値を求めることで、差を導くことができた。
・グラフは、軸に使用時間、軸に充電残量をとることで、計算せずに２点から直線を作成することができた。
・グラフから＝６のときのの値を見比べることで差を求めることができた。












７　課題を解決する。












８　個人で説明を記述させる。





９　全体で共有する。
「表、式、グラフを用いて説明しよう。」
「なぜそれを選んだのかな。」
「それぞれのよさは何かな。」
＜予想される生徒の反応＞
・表を用いると、数値を比較しやすい。情報を整理しやすい。
・式は、代入することで、すぐに解答を示すことができる。正確に求めることができる。
・グラフは、視覚的に差を捉えやすい。イメージしやすい。












	めあて：表、式、グラフを活用して、スマートフォンの消費電力の差を求め、その求め方を説明することできる







◇自分の考えをもたせることで、自分事として問題解決に向かえるようにする。
◇問題に取り組んだ時に考えたことをメモしておいて、次の場面で活用できるようにする。
◆Ａのアプリを使用した場合とＢのアプリを使用した場合では、どちらの方が先に充電がなくなるかを確認してどれくらいの差がありそうかイメージをもたせる。

◇使用時間を、残りの充電量を として、 と の関係を１次関数とみなすことができれば、これまでの学習をもとに解けそうだと気づかせる。











◇表、式、グラフのどれを使用するかを選択させ、問題解決に取り組ませる。
◇個人が表、式、グラフのどれを選択しているかをメモして提示の準備をする。













◇個人が表、式、グラフのどれを選んだのかをまとめたもの確認して、同じ選択をした生徒同士で協働させる。
◇後で思考をまとめる時間を設けるので、協働解決の際は、メモ程度でよいことを伝える。
◇ワークシートを写真に写して、ロイロノートの提出箱に提出させる。

◇グループで話し合ったことを基に思考を整理し、個人で説明の文章を記述させる。
◇終わっている生徒は、別の説明も考えさせる。

◇発表の内容だけでなく、説明方法の工夫などを肯定的に評価する。
◇各説明のうち、どの部分がどのように参考になったのかをメモさせる。
◇表、式、グラフの利点について、用途によって使い分けることが重要であることを確認する。
◇表、式、グラフのうち、生徒が使用しなかったものについては、教員が紹介する。


	




































態②：行動観察

















思②：ワークシート

	まとめ
	１０　まとめをする

１１　本時の振り返りを書く。







	◇表、式、グラフを活用した求め方についてまとめさせる。生徒の振り返り（例）
・表やグラフを使って説明している友だちの発表は、見ていてとても分かりやすかった。
・表、式、グラフを使うと、それぞれの良さを生かし、様々な方法で答えを求めることができた。
・これからも一次関数の問題を解く中で、それぞれを活用して解けるようになりたい。
・一次関数を用いると、具体的な事象を予想したり解決したりすることができることがわかった。

	









（５）板書計画

見通し
充電が１００％の状態からA、Bそれぞれのアプリを６時間使用した場合、残りの充電の差は何％ですか。図・式・グラフのいずれかを用いてその方法を説明しなさい。
問　充電が１００％である谷川君のスマートフォンでは、充電が１００％の状態からAのアプリを使うと１０時間で充電が切れ、また、充電が
１００％の状態からBのアプリを使うと８時間で充電が切れる。アプリは連続使用するものとする。
めあて　表、式、グラフを活用して、スマートフォンの消費電力の差を求め、その求め方を説明できる
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